
※例えば，以下のような場合が該当します。
・体調不良やインフルエンザ等による学年閉鎖により，調査対象の児童生徒全員が欠席した場合。
・天災等の不測の事態により，学校全体として調査を実施できなかった場合。

◆  （２）で③と回答した場合，「実施要領７（１）に基づき，設置管理者の判断で，英語「話すこと」
調査を実施しなかった」理由として当てはまるものに○を選択してください。（複数選択可）

◆（１）で②と回答した場合は，その状況を記入してください。

◆（１）で「③」と回答した場合は，その理由を記入してください。 オ．その他

※例えば，以下のような場合が該当します。
・問題用紙等の不足により，コピーで対応するため調査の実施を学校全体として遅らせた場合。
・交通機関の事故等の不測の事態により，調査の実施を遅らせたり，途中で中断したりした場合。

　　　　その他の理由について，記入してください。

エ．OSがWindowsではなかった。

ア．OSがWindowsであったが，推奨スペックを満たしていなかった。

イ．OSがWindowsで，推奨スペックを満たしていたが，事前検証ツールで動作確認
　　 したところ正常に動作せず，原因の究明・解決ができなかった。

ウ．OSがWindowsで，推奨スペックを満たしていたが，環境復元ソフト，シンクライ
　　 アント方式等の対応で財政措置ができなかった。

※アの「推奨スペック」とは以下のとおりです。
　・ O　S　：　Windows７以上
　・ H D D ：  空き容量２GB以上
　・メ モ リ：　４GB以上
　・その他：　USBメモリ空きポート１ポート以上

（参考様式２　学校送付用）

　 ４月１８日（木）の「平成３１年度全国学力・学習状況調査」の実施状況について，以下の項目に記入し，
４月１９日（金）１０時まで に，大阪府教育庁私学課：担当　橋本まで，電子メールにて提出してください。

平成３１年度全国学力・学習状況調査「調査終了報告書」

※①には，４月１８日に学校として「話すこと」調査を実施した場合を指します。（一部の生徒が「話すこと」調査を実
施しなかった場合も①に該当します。）
※②には，他の教科も含めて調査全体を後日実施する学校も該当します。（その場合，別紙１－１③と別紙１－２②
の両方に該当します。）
※③参考（実施要領７（１）抜粋）
　「話すこと」に関する問題については，設置管理者が各学校のICT環境の整備状況を把握し，各学校の状況を十分
踏まえた上で，検討し，設置管理者の判断により学校単位で「話すこと」に関する問題を実施しないこととすることが
できる。

◆学校名を記入してください。 ◆学校種を選択してください。

◆４月１８日（木）に
・調査を実施した場合は「①」
・当初から英語「話すこと」調査を後日実施予定の場合は「②」

・実施要領７（１）に基づき，設置管理者の判断で，英語「話すこと」調査を実施しな
かった場合は「③」
・①～③に該当しない場合は「④」
　を選択してください。

（２）英語「話すこと」調査について

◆４月１８日（木）に
・調査を実施した場合は「①」
・調査は実施したが，開始時間の遅延や調査途中の中断等，調査の実施に支障
を及ぼす事態があった場合は「②」
・調査を実施しようとしたが，調査を全く実施できなかった場合は「③」

・当初から後日実施予定だった場合は「④」
　を選択してください。

※①には，４月１８日中に調査の一部のみを実施した場合も該当します。
※③には，４月１８日（木）に調査を実施する予定であったが，調査対象となる児童生徒全員が欠席や体調不良等に
より，学校全体として調査を実施できなかった場合が該当します。
※④には，当初から４月１８日（木）に調査を実施する予定ではなかった学校が該当します。


